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外

航

海

運

と

経

済

発

展

石

炭

と

の

関

連

を

中

心

に

京

都

大

学

安

場

保

吉

幕
末
に
お
い
て
、
石
炭
は
主
と
し
て
製
塩

用
に
用
い
ら
れ
、
民
家
燃
料
と
し
て
も
利

用
さ
れ
た
が
、
そ
の
需
要
は
未
だ
限
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
幕
末
に
蒸
気
船
が
渡

来
す
る
に
及
ん
で
、
ま
ず
焚
料
炭
の
需
要
が
開
け
、

つ
い
で
開
国
に
伴

っ
て
輸
出
需
要

が
興
る
。
『海
運
興
国
史
』

の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
石
炭
業
は

「欧
米
の
新
文
明
に
接

し
、
汽
船
用
と
し
て
其
需
要
の
途
が
開
け
て
以
来
…
…
発
達
の
歩
武
を
進
む
る
に
至

っ

た
」
の
で
あ
る
。

海
運
は
、
焚
料
炭

へ
の
需
要
創
出
、
内
外

へ
の
石
炭
搬
送
を
通
じ
て
直
接
石
炭
業
と

関
り
あ
い
を
も

つ
と
と
も
に
、
風
帆
船
か
ら
蒸
気
船

へ
の
転
換
、
汽
船
の
技
術
進
歩
に

よ

っ
て
、
海
上
運
賃
を
引
下
げ
、
経
済
発
展
に
貢
献
す
る
上
で
も

一
役
を
演
じ
た
。
本

報
告
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
関
連
を
で
き
る
か
ぎ
り
数
量
的
に
解
明
し
た
い
。
後
に
ふ
れ

る
よ
う
に
、
戦
前
の
海
運
に
お
い
て
は
、
内
航
の
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
だ

っ
た
が
、

資
料
上
の
制
約
の
た
め
、
本
報
告
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
ご
く
断
片
的
に
触
れ
る
に
止

あ
、
主
と
し
て
外
航
海
運
を
取
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

一

船
舶
用
需
要
と
輸
出

政
府
統
計
に
よ

っ
て
、
内
外
舶
用
需
要
の
数
字
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

一
八
八

六
年

(明
治

一
九
年
)
以
降
で
あ
る
が
、
同
年
の

需
要
は
国
内
艦
船
用
が
内
外
航
合
わ
せ

て
二
四
万
ト
ン
(仏
ト
ン
)
、
外
国
艦
船
用
が
、

四
六
万
ト
ン
、
計
七
〇
万
ト
ン
に
達
し
、

こ
れ
だ
け
で
石
炭
需
要
総
額

一
五
三
万
ト
ン
の
半
ば
近
く
を
占
め
た
(第
-
表
参
照
)
。

ま
た
当
時
の
輸
出

(二
二
万
ト
ン
)
の
大
部
分
は
上
海

・
香
港
等
の
海
外
焚
料
炭
基
地
向

け

で
あ

っ
た
か
ら
、
両
者
を
合
算
す
れ
ば
、
需
要
総
額
の
略
六
〇
%
は
船
舶
用
だ

っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
八
八
六
年
以
前
に
つ
い
て
は
、
邦
船
石
炭
消
費
の
統
計
が
な
い
上
、
輸
出
の
公
式

統
計
も
明
治
初
期
に
近
づ
く
ほ
ど
信
頼
度
が
低
く
、
確
か
な
こ
と
は
判
ら
な
い
。
し
か

し
隅
谷
三
喜
男
氏
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
幕
末

・
維
新
時
の
外
国
艦
船
用
は
輸
出
を
含
あ

て
七
ー
八
万
ト
ン
、
国
内
艦
船
用
は
六
万
ト
ン
、
塩
浜
用
は
二
五
ー
三
〇
万
ト
ン
で
合

計
約
四
〇
万
ト
ン
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
内
外
舶
用
お
よ
び
輸
出
比
率
は
合
し
て

三
五
%
程
度
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
幕
末

・
維
新
時
か
ら

一
八
八
六
年
の
間
に

こ
れ
ら
の
需
要
、
と
り
わ
け
輸
出
需
要
が
大
幅
に
伸
び
た
と
推
定
し
て
大
過
は
あ
る
ま

い
。事
実
、
輸
出
は
そ
の
後
も
急
増
を
続
け
、

一
八
九
〇
年
代
に
は
全
需
要
の
三
〇
%
を

超
え
る
。
舶
用
需
要
の
方
は
総
需
要
ほ
ど
急
速
に
は
伸
び
ず
、

一
八
九
〇
年
代
に
は
そ

の
構
成
比
は
二
七
-
三

一
%
に
下
る
。
し
か
し
、
両
者
を
合
計
す
れ
ば
、
や
は
り
全
需

要
の
略
六
〇
%
に
達
し
、
内
外
艦
船
用
の
需
要
が
こ
の
時
代
の
日
本
石
炭
産
業
を
支
え

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
八
八
六
年
に
は
舶
用
の
う
ち
、
外
国
船
用
が
六
六
%
で
過

半
を
占
め
る
が
、

一
八
九
〇
年
に
は
早
く
も
日
本
船
用
が
五
六
%
に
な
り
、
以
後
両
者

の
差
は
急
速
に
開
く
。
こ
れ
が
日
本
海
運
業
の
充
実
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

輸
出
で
は
当
初
上
海
向
け
が
大
部
分
で
あ

っ
た
が
、
運
賃
の
低
落
、
市
場
の
開
拓
が

進
む
に
つ
れ
て
、
や
が
て
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域

へ
の

輸
出
が
伸
び
る
。

一
九
〇
〇
年
の
輸
出
は
、
中
国
、
香
港
向
が
略
同
量
で
各
全
体
の
三

四
%
を
占
め
、
英
領
印
度
(事
実
上
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)
二
二
%
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
五
%
、
露
領



ア
ジ
ア

一
%
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
中
国
の
構
成
比
は
再
び
高
ま
る
が
、
市
場
は

第
二
次
大
戦
に
い
た
る
ま
で
東
ア
ジ
ア

・
東
南
ア
ジ
ア
に
限
ら
れ
た
。
ま
た
、
輸
出
総

額
も
今
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
は
頭
打
ち
と
な
り
、
総
需
要
中
の
輸
出
比
率
は

一
八
九
〇

年
の
三
三
%
を
天
井
と
し
て
、
そ
の
後
次
第

に
下
落
す
る
。
し
か
し
、
内
地
に
お
け
る

内
外
舶
用
需
要
は
そ
の
後
も
着
実
に
伸
び
、

一
九
二
〇
年
ま
で
総
需
要
の
二
五
%
程
度

を
確
保
し
続
け
た
。

二

船
荷
と
し
て
の
石
炭

こ
の
よ
う
に
、

一
九
世
紀
中
は
舶
用

・
輸
出
用
の
需
要
が
石
炭
業
を
支
え
た
と
い
え

る
が
、

一
九
世
紀
末
期
に
は
石
炭
は
最
大
の
船
荷
と
し
て
逆
に
海
運
業
を
支
え
る
に
至

っ
た
。
輸
出
額
に
占
あ
る
石
炭
の
比
率
は
舶

用
を
除
け
ば
、
総
輸
出
の

一
〇
%
に
も
達

し
な
か

っ
た
が
、
第
二
表
の
示
す
よ
う
に
、

そ
の
数
量
は
大
き
か

っ
た
。

一
八
九
〇
年

の
石
炭
輸
出
量
は
八
五
万
(英
)
ト
ン
、

一
八
九

五
年
に
は
、

=
二
八
万
ト
ン
に
達
し
、

輸
出
総
量
の
六
二
な
い
し
六
三
%
を
占
め
た
。
こ
の
時
代
に
は
貿
易
品
総
重
量
は
輸
出

の
方
が
輸
入
よ
り
も
大
き
か

っ
た
か
ら
、
貿
易
総
重
量
に
対
す
る
比
率
を
と

っ
て
も
輸

出
石
炭
の
構
成
比
は
や
は
り
大
き
く
、

一
八
九
〇
年
に
は
三
四
%
、

一
八
九
五
年
に
は

三
八
%
で
あ

っ
た
。

石
炭
は
重
量
品
で
あ
り
、
他
商
品
に
比

べ
輸
送
距
離
は
短
か
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
石

炭
輸
送
に
よ
る

運
賃
収
入
は

巨
大
で
あ

っ
た
。

と
く
に

初
期
に
お
い
て
は
運
賃
が
高

く
、
た
と
え
ば
、

一
八
八
〇
年
の
長
崎
ー
上
海
間
の
石
炭
運
賃
は
ト
ン
当
り
二

・
六
五

ー
三

.
二
五
ド
ル
で
、
平
均
運
賃
の
平
均
輸
出
価
格
に
対
す
る
比
率
は
八
四
%
に
達
し

た
(後
出
、
第
9
表
参
照
)
。
こ
の
よ
う
な
高
運
賃
は
む
ろ
ん
輸
出
拡
大
の
妨
げ
と
な

っ
た

が
、

ア
ジ
ア
の
炭
田
開
発
が
お
く
れ
て
い
た
当
時
、
主
要
競
争
相
手
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
炭

に
対
し
て
は
こ
れ
で
も
十
分
対
抗
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
、
第

一
表
の
示
す
よ
う
に
、
石
炭
輸
出
は
絶
対
量
で
も
伸
び
悩
み
と
な
り
、

代

っ
て
工
業
用
の
需
要
が
大
き
く
伸
び
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
工
業
地
帯
は
産
炭
地

か
ら
遠
い
も
の
が
多
い
た
め
、
今
度
は
国
内

の
石
炭
輸
送
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な

る
。
明
治
末
期
～
大
正
初
期
に
お
け
る
筑
豊
炭
の
輸
送
経
路
を
示
し
た
第
三
表
に
よ
れ

ば
、
内
地
輸
送
炭
の
大
部
分
は
海
送
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
末
期
に
な
る
と
新

鋭
積
込
設
備
を
も
つ
若
松
港
経
由
で
積
出
さ
れ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
な
り
、

一
九

一
二
年
に
は
内
地
送
出
総
量
六
〇
四
万
ト
ン
中
七
七
%
に
当
る
四
六
七
万
ト
ン
が
若
松

経
由
に
よ
る
海
送
で
あ
る
。
門
司
、
宇
之
嶋
経
由

の
も
の
を
加
え
れ
ば
実
に
、
総
量
の

八
七
%
が
海
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

若
松
港
か
ら
の
海
送
は
そ
の
後
さ
ら
に
増
加

し
(第
4
表
参
照
)、

一
九
二
〇
年
に
は
六
四
三
万
ト
ン
に
達
す
る
。

送
出
先
は
大
阪
、

神
戸
な
ど
阪
神
地
方
が
中
心
だ
が
、

名
古
屋
や

横
浜

へ
の
輸
送
量
も
大
き
く
、
「若
松

-
横
浜
」
は
海
上
運
賃
の
代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

常
盤
炭
な
ど
消
費
地
ま
で
鉄
道
で
送
ら
れ
る
場
合
も
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

北
九
州
や
北
海
道
な
ど
の
主
要
産
地
の
場
合
、

海
送
に
よ
る
も
の
が

大
部
分
を
占
め

た
。
し
た
が

っ
て
、

一
八
九
五
年
以
後
輸
出
炭
の
船
荷
は
伸
び
悩
ん
だ
と
し
て
も
、
そ

れ
に
代

っ
て
京
浜
、
阪
神
等
の
国
内
工
業
地
帯
向
け
の
海
送
が
増
加
し
て
十
分
そ
の
穴

を
埋
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
九
二
七
年
の
鉄
道
省
調
査

に
よ
れ
ば
、
「産
額
中
産

炭
地
附
近
に
て
消
費
す
る
数
量
は
極
め
て
僅
少
で
大
部
分
は
産
地
よ
り
汽
車
に
て
石
炭

積
出
港
に
搬
出
せ
ら
れ
更
に
積
出
港
よ
り
船
舶
に
よ
り
京
浜

・
阪
神
の
如
き
石
炭
需
要

地
に
輸
送
せ
ら
れ
」
た
と
い
う
。

内
航
海
運
は
輸
出
に
比
べ
輸
送
距
離
が
短
い
が
そ
れ
に
し
て
も
数
量
が
圧
倒
的
に
大

き
い
。
ま
た
、
和
船
そ
の
他
の
帆
船
の
活
躍
、
機
帆
船
の
台
頭
な
ど
わ
が
国
独
特
の
海

運
形
態
が
み
ら
れ
た
と
い
う
点
で
も
内
航
海
運
史
の
研
究
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
研
究
の
現
段
階
で
は
内
航
海
運
に
つ
い
て
の
数
量
デ
ー

タ
は
極
め
て
乏
し
く
、
そ
の
発
展
を
系
統
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
海

運
の
技
術
進
歩
と
経
済
発
展
と
の
関
係
を
論
ず
る
以
下
の
各
節
で
は
主
と
し
て
外
航
海

運
を
対
象
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

三

海
運
に
お
け
る
技
術
進
歩

日
本
の
海
運
に
と

っ
て
明
治
か
ら
大
正

・
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
数
十
年
は
か
な
り

の
技
術
進
歩
が
み
ら
れ
た
時
期
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
に
、
従
来
の
大
和
型
船
か

ら
合
の
子
船
、
西
洋
型
帆
船
、
機
帆
船

へ
の
転
換
が
行
な
わ
れ
、
帆
船
か
ら
汽
船

へ
の

転
換
、
そ
し
て
後
に
は
タ
ー
ビ
ン
船

・
モ
ー
タ
i
船

へ
の
転
換
も
始
ま
る
。
内
航
を
含

め
た
登
簿
船
全
体
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
帆
船
ト
ン
数
は
二
〇
世
紀
に
入

っ
て
か
ら



も
増
大
し
続
け
、

一
九
二
〇
年
に
な

っ
て
も
汽
船
ト
ン
数

の
三
分
の

一
強
を
占
め
て
い

た
。
し
か
し
、
外
航
船
に
関
し
て
は
帆
船
か
ら
汽
船

へ
の
転
換
は
急
速
に
進
み
、
入
港

内
外
国
船
総
ト
ン
数
中
の
汽
船
の
構
成
比
は

一
八
八
〇
年

の
七
七
%
か
ら
、

一
八
九
〇

年
に
は
九

一
%
、

一
九
〇
〇
年
に
は
九
八
%
に
上
昇
す
る
。
邦
船
の
場
合
、
転
換
は
さ

ら
に
急
激
で
、
汽
船
の
ト
ン
数
構
成
比
は
、

一
八
八
〇
年
に
は
早
く
も
九
八
%
に
達
し

て
い
る
。
そ
の
後

一
時
帆
船
が
も
ち
直
す
が
、

一
九
〇
〇
年
に
は
汽
船
構
成
比
は
再
び

九
八
%
を
超
え
る
。
し
た
が

っ
て
日
本
の
貿
易
に
関
す
る
限
り
、
帆
船
か
ら
汽
船

へ
の

転
換
は

一
九
世
紀
中
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
考

え
て
差
支
え
な
い
。

そ
こ
で
、

一
八
八
〇
年
以
降
の
外
航
海
運
を
考
え
る
に
際
し
て
は
汽
船
だ
け
を
対
象

と
し
て
も
大
過
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
蒸
気
機
関
焚
料
と
し
て
の
石
炭
の
重
要

性
が
あ
ら
た
め
て
ク

ロ
ー
ズ

・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
汽
船
に
用
い
ら
れ
た
機
関
は
開
港
当

時
の
鉄
製
汽
缶
の
よ
る
単
式
汽
機
か
ら
聯
成
、
三
聯
成
な
い
し
四
聯
成
機
関

へ
と
変
化

し
、
汽
缶
素
材
も
鉄
製
か
ら
鋼
製
に
変
る
。

聯
成
機
関
の
輸
入
は
明
治
初
年
か
ら
み
ら
れ
る
が
、
本
邦
内
建
造
は
兵
庫
工
作
局
の

浦
安
丸
二

八
八
〇
年
竣
工
)
が
最
初

で
あ
る
。
そ
の
後
、
新
造
船
の
汽
機
は
お
お
む
ね
聯

成
と
な
り
、
さ
ら
に

一
八
九
〇
年
に
な
る
と
早
く
も
三
聯
成
機
関
が
あ
ら
わ
れ
る
。
三

菱
長
崎
建
造
の
筑
後
川
丸

(大
阪
商
船
、
総
ト
ン
数
六
一
〇
ト
ン
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、

製
缶
用
材
料
も
、

一
八
八
七
年
の
夕
顔
丸
以
後
、
鋼
製
に
か
わ
る
。
そ
の
結
果
、
明
治

「
二
〇
年
以
前
に
於
て
…
六
〇
折
を
超
え
た
る
も
の
稀
な
り
し
」
筒
内
気
圧
は
、
夕
顔

丸
で
八
〇
折
、
筑
後
凋
丸

で
は

二

躍
百
五
〇
所
に
昇
進
」
ず
る
。
最
近
刊
行
さ
れ
た

『本
邦
建
造
舶
要
目
表
』
に
よ

っ
て
、
本
邦
建
造
船

・
主
要
輸
入
船
の
要
目
を
調
べ
る

と
、

一
八
九
五
年
頃
を
境
に
本
邦
建
造
船
、
輸
入
船
と
も
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
三
聯
成

汽
機
に
な
り
、
主
汽
缶
圧
力
も
お
お
む
ね

一
五
〇
ポ

ン
ド
以
上
と
な

っ
て
い
る
。

大
正
か
ら

昭
和
期
に
入
る
と
ま
ず

タ
ー
ビ
ン
船
次
い
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
が
導
入
さ

れ
、
定
期
航
路
就
航
船

の
高
速
化
が
飛
躍
的

に
進
む
。
最
初
の
タ
ー
ビ
ン
船
は
明
治
末

年
、

青
函
連
絡
用
に
国
鉄
が

輸
入
し
た

比
羅
夫
丸

(総
ト
ン
数

一、
四
八
〇
)
で
同
船

は
パ
ー
ソ
ン
ズ
式
機
関
二
基
を
備
え
、
最
高
速
力

一
八

・
四
ノ
ッ
ト
を
誇

っ
た
。
国
産

一
号
船
、
三
菱
長
崎
の
建
造
に
な
る
東
洋
汽
船
天
洋
丸

二

九
〇
七
年
進
水
、

一
三
、
四
五

四
ト
ン
)
の
最
高
速
力
は
実
に

二
〇

・
六
ノ

ッ
ト

で
あ

っ
だ
。
た
だ
し
、
タ
ー
ビ
ン
船

の
使
用
は
当
分
は
国
鉄
、
東
洋
汽
船
、
帝
国
海
事
協
会
な
ど
に
か
ぎ
ら
れ
、
商
船

へ
の

本
格
的
採
用
は
第

一
次
大
戦
後
に
持
越
さ
れ
る
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
と
し
て
は
三
菱
神
戸
建
造
の
音
戸
丸

二

九
二
一二年
進
水
、六
八
八
ト
ン
)

が
最
初
で
、
同
船
の
成
功
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
大
阪
商
船
は
爾
来
、

モ
ー
タ
ー
船
採
用

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
が
、
と
く
に

一
九
三
〇
年
建
造
の
畿
内
丸
(八
、
四
〇
〇
ト
ン
)
は
高

速
遠
洋
貨
物
船
(
一
八
.
四
ノ
ッ
ト
)
と
し
て
知
ら
れ
た
。
大
正
末
期
以
後
政
府
補
助
を
う

け
る
定
期
船
各
社
は
主
力
を
タ
ー
ビ
ン
船
、

モ
ー
タ
ー
船
に
切
換
え
、
遠
洋
航
路
で
速

力
を
競
い
合
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
補
助
を
う
け
な
い
不
定
期
船
船
主
は
第

】
次
大
戦
ま
で
は
、

主
と
し
て
輸
入
中
古
船
に
依
存
し
、
も

っ
ぱ
ら
経
済
主
義
に
撤
し
た
。
大
戦
期
か
ら
大

戦
後
に
な
る
と
新
造
船
を
利
用
す
る
も
の
が
ふ
え
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
古
船
中
心

の
経
営
方
針
は
少
く
と
も

】
九
三
二
年

の
船
舶
改
善
助
成
施
設
ま
で
維
持
さ
れ
、
速
力

一
〇
ノ
ッ
ト
以
下
の
古
船
を
用
い
る
の
が
普
通
だ
っ
た
か
ら
、
貨
物
船
全
体
の
平
均
速

力
は

一
九

一
四
年

で
九

・
三
ノ
ッ
ト
、

一
九
三
七
年
で
も

一
〇

・
六
ノ
ッ
ト
に
と
ど
ま

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
海
運
の
技
術
進
歩
を
み
る
に
あ
た
っ
て
は
、
定
期
船
会
社
な
い

し
は

「社
船
」
、
不
定
期
船
会
社
な
い
し
は

「
社
外
船
」

と
い
う
二
重
構
造
に
十
分
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
燃
料
消
費
量
は

一
隻

一
日
当
り
あ
る
い
は

一
馬
力
時
間
当
り
等
の
表
現
で

あ
ら
わ
す
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
い
く

つ
か
の
例
に
つ
い
て
千
ト
ン
海
里
当

り
消
費
量
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。
第
五
表
(i
)
～
(.W
)
は
各
年
代
の
代
表
的
な
貨
物

船
の
例
で
(
・-
)
は
三
井
物
産
が
三
池
炭
の
上
海

へ
の
輸
出
に
際
し
て
、
風
帆
船
に
よ
る

場
合
と
蒸
汽
船
に
よ
る
場
合
の
損
益
を
比
較
し
た
有
名
な
報
告
書
か
ら
と

っ
た
も
の
、

他
の
三
例
は
松
本

一
郎
氏
の

『海
運
経
営
と

運
賃
研
究
』

に
あ
る

計
算
例
で
あ
る
。

(
v
)ー
(蚊
)
は
大
阪
商
船
の
社
史
お
よ
び
内
部
資
料
に
よ
る
も
の
で
、
各
年
代
に
つ
い

て
の
サ
ン
プ

ル
の
平
均
値
で
あ
る
。

参
考
の
た
め
に
平
均
速
力
を

⑧

欄
に
書
き
そ
え

た
。第

一
次
大
戦
前
の
二
〇
年
間
に
石
炭
消
費
は

「
機
関
工
業
の
発
達
に
よ
り
…
…
三
割

の
消
費
を
減
じ
た
り
」
と
い
わ
れ
る
が
、
第
五
表
の
消
費
量
低
落
ぶ
り
は
さ
ら
に
大
き

い
。

一
、
○
○
○
ト
ン
海
里
当
り
消
費
量
は
貨
物
船
の
場
合
、

一
八
七
九
年
の
七
三

・



八
如
か
ら

一
九
〇
九
年
の
三
五

・
一
忽
へ
と
半
減
し
、

一
九
三
九
年
ま
で
に
は
さ
ら
に

五
〇
%
近
く
減

っ
て
い
る
。
大
阪
商
船
の
平
均
値
は

一
八
八
七
年
の

=

一八

・
四
㎏
か

ら

一
九

一
二
年
の
四
二

・
一
忽

へ
と
三
分
の

一
に
な
り
、
一
九
三
七
年
の
レ
シ
プ
ロ
船
、

タ
ー
ビ
ン
船
の
場
合
、
さ
ら
に
二
五
-
三
〇
%
減

っ
て
い
る
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
石
油

消
費
量
は
少
い
が
、
当
時
は
重
油
が
高
価
だ

っ
た
た
め
、
石
炭
換
算
に
す
る
と
レ
シ
プ

ロ
船
と
余
り
違
わ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
燃
料
消
費
効
率
は
機
関
の
進
歩
以
上
に
改
善
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
船
舶
大
型
化
に
よ

っ
て
効
率
が
改
善

し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
船
舶
大
型

化
の
た
め
に
は
、
木
製
か
ら
木
鉄
製
、
鉄
製
、
鋼
鉄
製

へ
の
移
行
、
港
湾
の
改
善
、
港

湾
荷
役
設
備
の
改
善
等
が
必
要
条
件
で
あ

っ
た
。

ま
ず
、
船
質
に
つ
い
て
い
え
ば
、

一
八
九
〇
年
ま
で
に
、
鉄
船

へ
の
移
行
が
ほ
ぼ
完

了
し
、

次
い
で
鋼
船

へ
の
移
行
が
進
む
。

一
八
九

一
年
に
は
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
西

洋
型
汽
船
五
二
隻
の
う
ち
、
四
八
隻
ま
で
が
鉄
製
で
あ
る
が
、

一
九
〇
〇
年
に
は
五
〇

〇
ト
ン
以
上
の
汽
船
の
う
ち
、
九
六
隻
が
鋼
製
と
な
り
、

一
〇
二
隻

の
鉄
製
に
迫
る
。

一
九

一
〇
年
ま
で
に
は
船
型
が

一
般
に
か
な
り
大
型
化
し
て
い
る
の
で
、

一
、
○
○
○

ト
ン
以
上
の
汽
船
に
つ
い
て
み
る
と
、
総
数

三
三
六
隻
中
二
五
〇
隻
は
鋼
船
で
、
他
も

大
部
分
、

鋼
及
鉄
製
な
い
し

鉄
製
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、

外
航
船
に
関
す
る
か
ぎ

り
、
鋼
船

へ
の
転
換
は
第

一
次
大
戦

ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
み
て
差
支
え
な
か
ろ

・つ
o港

湾
の
建
設
、
荷
役
の
合
理
化
は
当
初
は
容
易
に
進
ま
な
い
。
日
本
の
代
表
港
横
浜

の
築
港
で
さ
え
も

一
八
八
九
年
ま
で
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
あ
り
さ
ま
で
、
神
戸
港
の
如

き
は
、
一
九
〇
七
年
の
築
港
ま
で
、
民
間
桟
橋
を
除
け
ば
、
「唯
天
然
の
形
状
に
任
せ
…

…

一
般
内
外
入
港
の
船
舶
に
塔
載
せ
る
貨
物

の
陸
揚

・
船
載
共
に
悉
く
艀
船
の
便
に
依

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
有
様
で
あ

っ
た
。
五
代
友
厚
の
肝
入
り
で
、

一
八
八
四
年

に
鉄
製
淺
橋
が
建
造

さ
れ
る
ま
で
は
、
「外
商

は
貨
物
を
香
港
に
臨
時
陸
揚
し
、
更
に

㈲

一
千
噸
級
の
船
舶
を
香
港

・
神
戸
間
に
配
船
」
す
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ

っ
た
。

神
戸
淺
橋
の
完
成
後
初
め
て
三
千
ト
ン
級

の
外
国
船
の
配
船
が
可
能
に
な

っ
た
。
こ

れ
に
刺
戟
さ
れ
、
先
に
記
し
た
横
浜
を
初
め
と
し
て
、
若
松

二

八
八
九
年
)、
名
古
屋
、

新
潟
(
一
八
九
六
年
)
、
大
阪
、
長
崎
、
小
樽
(
一
八
九
八
年
)
、
三
池
(
一
九
〇
二
年
)
等
の
築

㈹

港
が
開
始
さ
れ
る
。
若
松
、
長
崎
、
小
樽
、
三
池
な
ど
の
築
港
が
早
い
時
期
に
着
手
さ

れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
、
こ
れ
は
石
炭
の
積
出
し
に
近
代
的
港
湾
の
建
設
が
緊
急

に
要
請
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
若
松
港
に
備
付
け
ら
れ
た
ホ
イ
ス
ト
の
積
込
能
力
は

一
日
三
〇
〇
〇
ト
ン
、

一
九
〇
五
年
同
港
戸
畑
側
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ラ
ウ
ン
・
ホ
イ
ス

ト
の
能
力
は
二
台
で

一
日

一
万
二
千
噸
だ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
三
池
四
ツ
山
築
港
の
設

備
は
さ
ら
に
強
力
で

「
一
万
噸
ノ
汽
船
三
隻
ヲ
繋
舶
シ
尚
他

二
大
小
五
隻
ノ
船
ヲ
荷
役

㎝

シ
得
ル
」
と
さ
れ
、

一
昼
夜
の
積
込
能
力
は
三
万
噸
と
い
わ
れ
た
。

四

生
産
性
向
上
率
の
計
測

そ
の
他
、
こ
の
時
代
の
海
運
に
お
い
て
は
、
船
内

ス
ペ
ー
ス
利
用
効
率
の
改
善
、
航

海
用
器
機
の
進
歩
、
乗
員
の
熟
練
度
向
上
と
そ
れ
に
伴
う
省
力
化
、
旅
客
用
設
備
改
善

等
の
技
術
進
歩
が
あ

っ
た
か
ら
、
全
体
と
し
て
か
な
り
の
生
産
性
向
上
が
あ

っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
研
究
の
現
段
階
で
は
そ
の
全
貌
を
数
量
的
に
把
握
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
第
五
表
に
掲
げ
た
貨
物
船
と

大
阪
商
船
所
有
船

(以
下
商

船
と
い
う
)
に
つ
い
て
総
生
産
性
上
昇
率
を
推
計
し
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。
総
生
産

性
と
い
う
の
は
総
投
入

一
単
位
当
り
の
産
出
量
で
、
そ
の
上
昇
率
は
産
出
成
長
率
と
投

入
要
素
平
均
成
長
率
(こ
こ
で
は
期
末
、
期
首
平
均
ウ
ェ
イ
ト
を
用
い
て
平
均
す
る
)
と
の
差
と

し
て
算
出
さ
れ
る
。

ま
ず
、
第
六
表
に
算
出
基
礎
資
料
を
示
す
。
産
出
(①
欄
)
は
貨
物
船
の
場
合
、
設
例

の
航
路
に
お
い
て
片
道
満
船

・
片
道
バ
ラ
ス
ト
で

一
年
間
フ
ル
に
運
航
し
た
場
合
の
輸

送
量
ト
ン
海
里
を
計
算
し
た
。
最
初
の
二
例
は
石
炭
運
搬
船
で
、
そ
れ
ぞ
れ
長
崎
f
上

海
間
と
若
松
i
香
港
間
に
就
航
し
、
後
の
二
例
は
ヅ
ン
グ
ン
ー
門
司
間
の
鉱
石
運
搬
に

あ
た
る
も
の
と
し
た
。
商
船
の
場
合
は
各
航
路
毎
に
貨
物
輸
送
実
績
が
判

っ
て
い
る
か

ら
、
ま
ず
、

一
九
二
七
ー
二
九
年
の
航
路
別
平
均
貨
物
運
賃
を
利
用
し
て
、

一
九
二
七

i
二
九
年
価
格
の
実
質
貨
物
輸
送
額
を
推
定
し
た
。
そ
し
て
こ
の
系
列
と
貨
物
運
賃
総

額
か
ら
貨
物
運
賃
指
数
を
計
算
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
旅
客
運
賃
指
数
を
デ
フ
レ
ー
ト
し

て
実
質
旅
客
運
賃
を
得
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
の
は
旅
客
の
場
合
、
定
期
船
の

速
度
向
上
、
船
内
設
備
の
向
上
に
よ
る
プ
ラ
ス
が
大
き
い
た
あ
、
旅
客
の
人
海
里
単
位

で
輸
送
産
出
量
を
測
定
し
た
の
で
は
不
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
産
出
量
総
額
は
こ
の
よ



う
に
し
て
算
出
さ
れ
た
旅
客
運
賃
と
貨
物
運
賃
を
合
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

投
入
と
し
て
は
、
②
資
本
、
③
労
働
、
④
燃
料
消
費
、
⑤
保
険
料
、
⑧
修
理
費
の
数

値
が
得
ら
れ
る
。
資
本
は
貨
物
船
の
場
合
、
重
量
ト
ン
数
、
商
船
の
場
合
、
所
有
船
実

質
価
額
を
用
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
産
出
に

つ
い
て
は
(純
)
用
船
分
の
調
整
を
し
た
。

労
働
は
い
ず
れ
も
乗
員
の
み
を
と
り
、
燃
料

は
第
五
表
に
も
と
づ
き
、
商
船
の
場
合
は

総
ト
ン
当
り
燃
料
消
費
量
×
総
ト
ン
数
の
形

で
算
出
し
た
。
保
険
料
、
修
繕
費
は
料
率

を
示
し
て
あ
る
が
、
投
入
量
と
し
て
は
こ
れ
と

(実
質
)
資
本
と
の
積
を
用
い
た
。

燃
費
の
節
減
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
が
、

他
の
投
入
が
低
減
し
て
い
る
こ
と
も
第
六

表
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

貨
物
船

(
一
隻
当
り
)
に
し
て
も
商
船

(総
ト
ン
数
)
に
し
て

も
、
ト
ン
数
が

著
増
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

乗
員
数
は
あ
ま
り
ふ
え
て
い
な

い
。
千
ト
ン
当
り
の
乗
員
数
を
計
算
す
る
と
、
貨
物
船
の
場
合
、

一
八
七
九
年
に
二
八

・
二
人
で
あ

っ
た
の
が
、

一
九
〇
九
年

一
一
・
八
人
、

一
九
三
九
年
五

・
五
人
、

一
九

四
三
年
五

・
七
人
と
急
激
に
減

っ
て
い
る
。
商
船
の
場
合
、

一
隻
当
り
乗
員
は

一
八
八

七
年

一
八

・
○
人
、

一
九

一
二
年
四
五

・
六
人
、

一
九
三
七
年
七
七

・
一
人
と
貨
物
船

よ
り
か
な
り
多
い
が
、
こ
れ
は
定
期
船
中
心

の
経
営
で
あ
る
以
上
当
然
で
あ
ろ
う
。
千

総
ト
ン
当
り
の
人
員
は
各
年
八
五

・
七
人
、
三
〇

・
○
人
、

一
七

・
三
人
で
、
人
員
節

減
の
速
度
は

一
段
と
急
で
あ
る
。

保
険
料
率
は
商
船
の

一
八
八
七
年
に
つ
い
て
の
数
値
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
貨
物
船

の
場
合
に
準
じ
て
推
定
し
た
が
、
第

一
次
大
戦
後

に
な
る
と

ロ
イ
ズ
で

、
J
a
p
a
n
e
e

r
i
s
k
s

、
と
い
う

言
葉
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
ど
で
、

こ
の
時
代
を
通
じ
て

著
し
い
料
率
低
減
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
修
理
費
率
は
貨
物
船
の
場
合
は

低
下
傾
向
が
続
く
が
、

商
船
で
は

第

一
次
大
戦
後
か
え

っ
て

上
昇
し
て
い
る
。

こ
れ

は
、
タ
ー
ビ
ン
船
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
採
用

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
貨
物
船
(
V・¶二)
も

デ
ィ
ー
ル
船
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
正
確
な
資
料
が
な
い
た
め
、
(…m
)
と
同
じ
も
の

を
用
い
て
あ
る
。

第
7
表
は
生
産
性
向
上
率
計
測
の
た
め
に

必
要
な
ウ

ェ
イ
ト

(費
用
構
成
比
)
と
産
出

・
投
入
の
成
長
率
、
そ
し
て
総
生
産
性
成
長
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
目
に
つ

く
の
は
、
燃
料
ウ

ェ
イ
ト
が
二
七
～
三
三
%
と
高
く
、
し
か
も
産
出
高

の
急
増
に
よ

っ

て
大
戦
後
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
資
本
ウ
ェ
イ
ト
が
低
い
の
は
デ
ー
タ
の
制
約

か
ら
減
価
償
却
を
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
が
、
貨
物
船
、
商
船
と
も
漸
増
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
ウ

ェ
イ
ト
は
労
働
投
入
の
著
し
い
節
減
を
反
映

し
て
か
な
り
急
速
に
下

っ
て
い
る
。
商
船
の
労
働
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
い
の
は
先
に
も
ふ

れ
た
よ
う
に
、
定
期
船
の
比
重
が
大
き
い
た
め
で
あ
る
。

総
生
産
性
成
長
率
な
い
し
技
術
進
歩
率
は
年

一
・
四
～
三

・
七
%
で
、
太
平
洋
戦
争

⑳

前
の
数
値
と
し
て
は
か
な
り
高
い
。
ま
た
、
第

一
次
大
戦
前
と
後
を
比
べ
る
な
ら
ば
、

大
戦
前
の
方
が
や
や
生
産
性
成
長
率
が
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
信
頼
度
の
よ
り
高
い

商
船
の
場
合
、
成
長
率
の
差
は
か
な
り
は
っ
き
り
で
て
い
る
。
デ
イ
ー
ゼ
ル
船
は
燃
料

費
が
高
か

っ
た
た
め
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
は

っ
き
り
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
出
て
い
な
い
。

五

運
賃
の
動
向
と
経
済
発
展

へ
の
合
意

第

一
次
大
戦
前
の
生
産
性
向
上
は
船
価
の
相
対
的
低
落
、
海
員
賃
金
の
相
対
的

・
絶

対
的
下
落
と
と
も
に
運
賃
の

下
落
を
も
た
ら
し
た
は
ず
で
あ
る

(第
8
表
参
照
)
。

三
井

物
産
の
貨
物
船
(
i
)
の
三

一
人
の
乗
員
の
平
均
月
給
は
三
二

・
四
円
だ
が
、
三

一
人
の

う
ち
船
長
、

一
等
機
械
方
、

一
等
士
官
は
外
人
で
あ
り
、
こ
の
三
人
の
月
給
合
計
額
は

六
〇
〇
円
、
給
料
総
額

九
九
二
円

の
六
割
を
占
め
た
。

三
人
を
除
く

日
本
人
の
平
均

月
給
(食
費
を
除
く
)
は

一
四
円
(第
8
表
の
カ
ッ
コ
内
の
指
数

一
九
・
七
に
照
応
)
に
す
ぎ
ず
、

同
じ
方
法
で
計
算
し
た
("11
)
の
若
松
ー
香
港
航
路
の
貨
物
船

(
一
九
〇
九
年
)
の
平
均
月

給

一
四

・
八
円
よ
り
や
や
低
い
。
た
だ
し
、
こ
の
間
消
費
者
物
価
は
七
五
%
上

っ
て
い

る
か
ら
、
外
航
船
船
員
の
実
質
賃
金
は
大
幅
に
下

っ
た
こ
と
に
な
る
。
三
菱
商
船
学
校

を
始
め
と
す
る
商
船
学
校
に
よ
る
船
員
教
育
の
普
及
、
海
員
に
対
す
る
徴
兵
免
除
等
の

効
果
に
よ
り
、
高
か

っ
た
外
航
船
船
員
給
料
が
下

っ
た
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
と
く
に

高
給
の
外
国
人
船
員
を
排
除
し
た
効
果
は
大
き
い
。

石
炭
価
格
は

一
般
物
価
と
略
同
じ
動
き
を
示
し
た
が
、
船
価
は
大
戦
ま
で
あ
ま
り
上

っ
て
い
な
い
か
ら
、

こ
の
点
か
ら
も
、

海
上
運
賃
の
下
落
が
期
待
さ
れ

る
。
第

一
図

は
不
定
期
船
運
賃
、
第
二
図
は
定
期
船
運
賃
を
、
外
国
船
運
賃
な
い
し
輸
出
入
物
価
と

比
べ
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
次
大
戦
前
に
は
日
本
関
係
の
運
賃
は
定
期
、
不
定
期
と
も

他
運
賃
に
比
べ
て
下
落
し
、
ま
た
物
価
に
対
し
て
も
下
落
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

長
崎

(後
に
若
松
)
1
上
海
問
石
炭
運
賃
の
石
炭
輸
出
価
格
に
対
す
る
比
率
は

一
八
八
〇



年
に
八
四
%
で
あ

っ
た
の
が

一
九
〇
〇
年
に
は
三
五
%
に
下
り
、

一
九

一
〇
年
に
は
二

〇
%
に
ま
で
下

っ
て
い
る
(第
9
表
参
照
)
。

第

一
次
大
戦
前
の
日
本
は
軽
工
業
中
心
で
、

一
般
に
輸
出
入
価
格
中
に
占
め
る
運
賃

比
率
は
低
か

っ
た
。
と
く
に
、
生
糸
、
織
物
、
茶
な
ど
の
場
合
、
運
賃
比
率
は
も
と
も

と
低
く
、
運
賃
低
下
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
軽
工
業

で

も
綿
業
の
場
合
は
付
加
価
値
率
が
低
か
っ
た
(せ
い
ぜ
い
一
五
%
程
度
)
か
ら
、
ボ
ン
ベ
イ

棉
花
輸
入
運
賃
低
落
(
一
八
九
二
-

一
九
一
二
年
の
間
に
輸
入
価
格
の
四
.
三
%
か
ら

一
.
二
%

へ
下
落
)
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
き
か
っ
た
の
は
、

石
炭
、
石
油
、
鉄
鉱
石
、
木
材
な
ど
の
大
量
貨
物
運
賃
の
相
対
的
下
落

で
、

こ
れ
な
く

し
て
は
第

一
次
大
戦
後
の
重
化
学
工
業
の
勃
興
は
困
難
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

も

っ
と
も
、
第

一
次
大
戦
後
は
海
運
の
生
産
性
向
上
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
に
停
滞

し
て
い
る
。
他
方
、
組
合
運
動
の
影
響
な
ど
も
あ

っ
て
、
海
員
賃
金
の
上
昇
が
著
し
く

な
り
、
ま
た
、
船
価
も
他
物
価
よ
り
急
速
に
上
昇
す
る
。
そ
の
結
果
、
大
戦
後
に
つ
い

て
み
る
な
ら
ば
、
日
本
関
係
の
運
賃
が
他
国
運
賃
や
他
物
価
よ
り
も
相
対
的
に
下
る
と

い
う
現
象
は
み
ら
れ
な
い
。
定
期
船
運
賃
な
ど
は
輸
出
入
平
均
物
価
に
比

べ
て
相
対
的

に
上

っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

運
賃
の
下
落
は
資
源
に
乏
し
い

日
本
に
も

重
化
学
工
業
が
興
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
前
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、

一
九
三
〇
年
の
鉄
鋼
石
輸
入

先
(第
3
図
A
)
が
示
す
よ
う
に
、

原
燃
料
の
輸
入
範
囲
は
近
海
に
限
ら
れ
た
。

こ
の
年

に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
入
が
若
干
あ
る
が
、
主
要
輸
入
先
は
中
国
、

フ
ィ
リ

ピ
ン
、

マ
レ
ー
な
ど
東
ア
ジ
ア

・
東
南
ア
ジ

ア
で
あ

っ
た
。
事
情
は
石
炭
輸
入
に
つ
い

て
も
略
同
様
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
前
に
は
、
鉄
鉱
石
で
は
ヅ
ン
グ
ン
が
輸
入
可
能
な
限
界
だ
っ
た
で
あ
ろ

う
。

一
九
三
〇
年
代
に
は
ヅ
ン
グ
ツ
か
ら
の
輸
入
運
賃
の
輸
入
価
格
に
対
す
る
比
率
は

四
〇
%
程
度
で
、

一
九
七
〇
年
代
の
平
均
比
率

(三
〇
%
強
)
よ
り
か
な
り
高
い
。
現
在

の
よ
う
に
世
界
の
す
み
ず
み
か
ら
資
源
を
買
求
め
て
こ
れ
を
加
工
し
、
製
品
を
再
び
世

界
の
す
み
ず
み
に
ま
で
売
る
と
い
う
分
業
パ
タ
ー
ン
(鉄
鉱
石
に
つ
い
て
は
第
3
図
を
参
照
)

が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
起

っ
た
、
大
量
貨

物
輸
送
に
お
け
る
革
命
的
技
術
進
歩
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注
①

畝
川
鎮
夫

『
海
運
興
国
史
』
海
事
彙
報
社
、
昭
和

二
年
刊
、
九
九
四
頁
。

②

隅
谷
三
喜
男

『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
三
年
刊
。

③

紙
幅
の
制
約
上

一
々
出
典
を
示
さ
な
い
が
、
以
下

の
統
計
数
字
は
と
く
に
断
ら
な

い
か
ぎ
り

『
帝
国
統
計
年
鑑
』
に
よ
る
。

④

鉄

道
省

『
石
炭

・
骸
炭

・
石
油

二
関

ス
ル
調
査
』
昭
和
二
年
刊
、

=

○
頁
。

⑤

一
九

二
〇
年
を
と
れ
ば
石
炭

の
全
国
輸
出
量
は

二

=
二
万

ト
ン
、

こ
れ
に
対
し

て
若
松

の
内

国
向
海
送

だ
け

で
も
六
四
五
万
ト

ン
で
三
倍

で
あ
る
。
他

に
門
司
四
〇
万
ト
ン
、
室
蘭

=
二
八

万
ト
ン
、
唐
津
六
〇
万

ト
ン
な
ど
が
あ
る
か
ら
、
若
干
の
重
複
は
あ

っ
て
も
、
沿
岸
海
送
量
の

方

が
は
る
か
に
多

い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
『
日
本
帝
国
港
湾
統
計
』
に
よ
る
。

⑧

『大

日
本
外
国
貿
易

五
十
六
年
対

照
表
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
大
正
十

四
年
刊
、
三
六
三
頁

以
下

に
よ
る
。

m

『
日
本
近
世
造

船
史
』
弘
道
館
、
明
治

四
四
年
刊
、

六
七
四
ー
七
六
頁
。

⑧

同
書
、
六
九
二
頁
。

⑨

日
本
舶
用
機
関
学
会

・
舶
用
機
関
調
査
研
究
委
員
会

編
、
海
文
堂
、
昭
和

五

一
年
刊
。

⑳

『
日
本
近
世
造
船
史
』
前
掲
、
六

九
〇
頁
。

⑳

『
大
阪
商
船
株
式
会
社
八
十
年

史
』

一
九
六
六
年
刊
、

四
二

一
-
二
頁
。

働

吉
村
好
治

『海

運
市
況
愛
動
事

情
管
見
』
海
運
経
済
社
、
昭
和

一
七
年

刊
、

二

一
六
頁
。

面

坂
本
陶

一

『海

運
』
寳
文
館
、
大
正

三
年
刊
、

一
〇

三
頁
。

個

『
神
戸
築
港
問
題
沿
革
誌
』
、
佐

々
木
誠
治

「
日
本

に

お
け
る

近
代

港
湾

の
生
成
」
堀
江
保

蔵
編

『
海
事
経
済
史
研
究
』
海
文
堂
、
昭
和
四
二
年
刊
、
六
四
頁
に
よ
る
。

㈲

『
神
戸
海
運
五
十
年
史
』
七
五
頁
。

個

佐

々
木
、
前
掲
論
文
、
七
五
頁
。

㈲

高
野
江
基
太
郎

『
日
本
炭
礦

誌
』
明
治
四
四
年
刊
、

五
四
頁
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
炭
車
、

船
繰

の
都
合

等
に
よ
り

一
日
六
、
○
○
O
l
七
、
○
○
○

ト
ン

の
能
力

に

減
殺

さ
れ
た
と

い

う
。
鉄
道
院

『本
邦
鉄
道

の
社
会

及
経
済

に
及
ぼ
せ
る
影
響
』
大
正
五
年
刊
、
八

一
九
-

二
〇

頁
。

圏

農
商
務
省
鑛
山
局

『
石
炭
調
査
概
要
』
大
正
二
年
刊
、
三
六
頁
。

㈹

本
節
と
次
節
は
主
と
し

て
拙
著

.
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近
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。
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⑳

重
油
は
商
船
社
内
資
料
に
よ
り

一
二
一一
・
五
二
の
比
率

で
石
炭
換
算
し

た
。

⑳

高
野
進

『船
舶
業

の
経
営
』
文
雅
堂
、
大
正

一
五
年
刊
、
五
〇

一
頁
参
照
。

幽

大
川

・
ロ
ソ

フ
ス
キ
ー

の
計
測
し
た

一
九

一
七
-

三
八
年

の
総
生
産
要

素
成
長
率

(非
農

業
)
は
年

一
・
一
%

で
あ
る
。
大
川

・
ロ
ソ
フ
ス
キ
i

『
日
本

の
経
済
成
長
』
東

洋
経
済
新
報

社
、

一
九
七

三
年
刊
、
五
八
頁

に
よ
る
。

㈲

戦
後

の
新
鋭
専
用
船
に

つ
い
て
、
第

6
表

と
同
じ
方
法

で

(
た
だ
し
資
本
に
は
、
船
舶
実
質

価
格
を
用
い
る
)
総
生
産
性
成
長
率
を
推
定
す
る
と
、

一
九
五

一
ー
六

一
年

の
タ

ン
カ
ー
が
九

・

一
%
、

一
九
六

一
ー
七

二
年

の
タ
ン
カ
ー
が

一
一
・
一
%
、

一
九
六

一
-
七
二
年

の
鉱
石
専

用
船
が

一
〇

・
一
%
と
い
う
成
長
率

に
な
る
。

モ
デ

ル
と
し
て
用
い
た
船
舶
は
タ
ン
カ
ー
が
、

日
栄

(
一
九

五

一
年
)
、

紀
伊
春

(
一
九
六

一
年
)
、

白
石

(
一
九
七

二
年
)、
鉱
石
船

が
八
幡

山

(
一
九
六

一
年
)
、
千
鳥
山

(
一
九
七

二
年
)
で
あ

る
。

⑳

生
産
性
計
測
は
以
下
の
資
料

に
よ
る
。

(
一
)
三
井
船
舶
株
式
会
社

『
創
業

八
十
年
史
』
昭
和

三
三
年
刊
、
三
五
ー
三
八
頁
。

(一一)
～
(
貯
)
、
松
本

一
郎
、
前
掲
書
、

一
四
三
-

四
五
、

一
八

六
、

一
九
四
、

一
九
六
、
二
〇
〇
、

二
〇
六
ー
八
頁
、
年
間
操
業
月
数
は
(
　
)
に

つ
い
て
は

一

〇
カ
月
、

(一一)
～

(貯
)
に

つ
い
て
は

一
一
カ
月
と
し
た
。

(
<
)
～
(<
ε
、
大

阪
商
船

『
大
阪
商

船
株
式
会
社
八
十
年
史
』

一
九
六
六
年
刊
、

四
三
六
ー
四
〇
頁

お
よ
び

付

属
資
料
、
『
燃
料
等

消
費

量
統
計
表
-
明
治
43
年
-
昭
和

28
年
』

『財
務
諸
表
H
ー
昭
和

2
1
16
年
』
『
機
関
種
類
別

に
よ
る
甲
板
部
、
機
関
部
、
要
目
表
-
明
治
20
1
昭
和

23
年
』
大
阪
、

昭
和
四
十
年
。
尚

詳
細

の
説
明

は
Y
a
s
u
d
a前
掲
論
文

に
あ
る
。
注

㈱

の
戦
後

の
計
算
例
と
と
も

に
大
会
当
日
資
料

を
配
布
す

る
予
定

で
あ
る
。



第1図 石炭運賃指数と石炭輸出価格指数

1870-1940年(1913=100)

第2図 定期運賃指数と輸出入価格(平 均)指 数

1870-1940年(1915=100)

〔注 〕 元 が 円建 て 以 外 の もの は 為 替 レー トで 円 に 換 算 した 上

指 数 化 した 。

資 料 出 所:長 崎 ～ 上 海,門 司 ～ 香港,畝 川 鎮 夫 「海 運 興 国

史 」 海 事 い 報 社,昭 和2年 刊,pp.723,729,750.

日本 郵 船 株 式 会 社 「海 運 及 経 済 調 査 報 告 一 大 正

14年 上 半 期 』 大 正14年 刊,p.12,東 洋 経 済 『経 済

統 計 年 鑑 」 隅 谷三 喜 男 『日本 石 炭 産業 分 析 』 岩 波

書 店,昭 和43年 刊,p.263:

ウエ ー ル ズ ～ シ ンガ ポ ー ル,E.A.V.Angier,

FiftyYeαrs'Frei8hts,London:Fairplay,

1920;イ サ ー リス 指 数L.Isselis,"Tramp

ShippingCargoes,andFreights,"ノournαl

o/theRoンalStαtisticalSociety,Vo1.CI,

PartI,1938,p.122;石 炭 輸 出価 格,『 日本 貿

易 精 覧 』 東 洋 経 済 新 報 社,p.106,『 日本 帝 国 統

計 年 鑑 』第 五 十 六 回,p.180

〔注〕元が 円建て以外の ものは為替 レー トで円 に換算 した上

指数化 した。

資料 出所:輸 出入価格,大 川一司 ・野 田牧 ・高松信清 ・山 田
三郎 ・熊崎実 ・塩野谷祐一 ・南亮進 「物価」 「長

期経済統計8」 東洋経済新報社,1967年 刊,p.

212.棉 花,日 本郵船 株式会社 「我社各航路の沿

革』昭和7年 刊,pp.180,185-7.雑 貨,神 戸～
上海,同 書p,116-,『 神戸開港三 十年史」明治31

年刊,p.229.生 糸,『 我 社各 航路 の沿革』pp.47

8-9お よび東洋経済新報社 『経済統計年鑑」.雑

貨,日 本～米国太平洋岸 『明治大正国勢総覧』昭

和2年 刊,p.626,東 洋経済 『統計年鑑」,『日本

郵船株式会社五十年史』昭和10年 刊,p.158.

第3図 鉄鉱石輸入1930お よび1970年

〔注〕数字は千英 トン

資料 出所:A.r日 本外国貿易年表一 昭和5年 』上巻,昭 和6年 刊,p。337,「 本邦鉱業 の趨勢一

昭和5年 』,昭 和6年 刊,P.81.

B.OECD,MαritimeTransport1972,1972,1973,p.107.
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第1表 石 炭 需 要 高 1880-1920年

①

国

内外船舶
用

A.実 数(仏 トン)

1880

1885

1886

1890

1895

1900

1905

1910

1915

1920

156a)

396a)

698

822

1,210

2,411

1,997

3,740

5,385

6,972

(2}

内

(3}

需

④

要

(5)

鉄道用 工場用 製塩用 輸出用

18

69

221

507

842

1,335

1,916

3,220

147

424

1,189

2,653

3,776

4,776

8,133

14,695

456

477

517

639

499

742

826

778

⑧

計

134904c)

1951,305c)

2201,532

8682,660

1,3984,535

2,4418,651

2,5489,662

2,83913,432

2,92419,184

2,14727,812

(7) (8)

外 国 内 地
船舶用 船舶用

156

396

461

367

477

962

1,382

237

461

741

1,464

1,997

2,358

B.

1886

1890

1895

1900

1905

1910

1915

1920

同構成比(%)

45.11.2

30.92.6

26.74.9

27.95.9
b)

20.78.7

27.89.9

28.110.0

25.111.6

9.6

15.9

26.2

30.7

39.1

35.6

42.4

52.8

29.8

17.9

11.4

7.4

5.2

5.2

4.3

2.8

14.4

32.6

30.8

28.2

26.4

21.1

15.2

7.7

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

66.0

44.3

39.2

39.7

37.0

34.0

55.7

60.8

60.3

63.0

〔注〕a)外 国の船舶用のみ。b)外 国船舶を含 まず。c)内 地産出高 と輸入の合計。

資料 出所:主 として,『 日本経済統計総鑑」 によ り,『帝国統計年鑑』で補 う。

第2表 輸 出入 卜ン量1890,1895,1920お よび1950年

(千英 トン)

1890

1895

1920

1930

輸

①純輸出

1,362

2,224

6,136a)

5,096a)

出

(2)石炭

853

1,379

2,129

2,097

輸 入

③ 純 輸 入

1,146

1,358

10,181a)

19,112a)

④石炭

11

69

797

2,650

〔注 〕a)レ ベ ニユー ・ トン。 た だ し,一 部 の数 値 は 仏 トンで 混 計 に な って い る 。

資料:1890お よび1895年r帝 国統計年鑑』,そ の他年 次の トン量,r大 日本帝国港湾統計』,石 炭,r日 本貿易精覧』,

106,269頁 。
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第3表 筑豊炭内地輸送実績1900-1912年

海路輸送高

うち若松より

水運 ・芦屋・小倉送り

九州鉄道各駅送り

九州鉄道燃料

計

1900

1,674

954

62

66

37

1,840

1905

2,355

1,727

66

206

64

2,691

1910

3,656

2,965

9

511

93

4,269

(千 トン)

1912

5,280

4,672

14

615

135

6,044

資料 出所:高 野江基太郎 『本邦石炭事情』共文社,大 正4年 刊,523頁

第4表 若松港からの石炭送出高

1920,1930年(千 英 トン)

大

神

横

名

総

阪

戸

浜

古 屋

計a)

1920

1,942

595

376

252

6,431

〔注〕a)門 司への送 出を含む。

資料 出所:r大 日本帝 国港湾統計』

1930

1,707

286

402

557

6,745

A.貨 物船

(1)
年次

(i)

(ii)

(iii)

(iv)

1879

1909

1939

1943

第5表

(2)

主 機 ・燃 料

レ シプ ロ ・石 炭

〃

〃

〃

〃

船 舶 燃 料 消 費 と 速 度

(3)重 量
トン数

(英 トン)

1,100a)

3,050

8,500

デ ィ ーゼ ル ・重 油6,500

④
一 日燃料消

費量(ト ン)

15

38

7.5

(5)
1000ト ン/海 里 当

り燃料 消費 量(kg>

73.8

35.1

18.6

4.8

⑧

速 力

(ノ ッ ト)

7.7

10

10

B.大 阪商船株式会社保有船c)

(v)

(vi)

(vii)

(viii)

(ix)

(1}
年次

{2)
主機 ・燃料

1887b)レ シ プ ロ ・石 炭

1912b)

1937b)

〃b)

〃b)

〃 〃

〃 〃

③
一 隻平 均 総

トン数(ト ン)

471

3,216

2,946

タ ー ビ ン ・ 〃6,533

デ ィ ー ゼ ル ・重 油7,614

④
1000G/T当 り一 日平

均燃料消費量(ト ン)

26.8

8.7

7.5

10.7

3.0

(5)
1000ト ン海里当り

燃料消費量(kg)

128.4

42.2

30.0

32.5

7.9

(6}

速 力

(ノ ッ ト)

8.7

8.6

10.3

13.7

15.8

〔注〕a)積 高1,000ト ンよ り推定。b)各 年を 中心 とす る5力 年間に建造 された船舶の平均値。ただ し,ユ887年 には1890

年建造船一隻を含む。c)無 作為抽 出によるサンプル船 のデータ。1877年 は湊川,加 茂 川,富 士川,1907年 は 「ぱ

な ま」,朝 鮮,八 重山,1937年 は レシプロ船,龍 興,慶 興,タ ー ビン船,高 砂,吉 林,台 東,デ ィーゼル船,「 あ る

ぜんちな」,盤 谷,波 上 による。

資料出所:(i)三 井船舶株式会 社r創 業八十年史』 昭和33年 刊,35-38頁 。(ii),(iii),(iv)松 本一郎 『海運経営 と運

賃の研究」,海 事文化 研究所,昭 和37年 刊,ユ43-5,200,208頁 。(v)～(ix)『 大阪商船株式会社八十年史 』前

掲,436-40頁 および付属資 料,大 阪商船株式会社 『機関種類別による甲板部,機 関部要 目表,明 治20年 ～ 昭和

23年 』c.1965年 。
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(1)

年 次

A.貨 物船

(i)1879

(ii)1909

(iii)1939

(iv)1943

B.大 阪 商

船 船 舶

(v)1887f)

(vi)1912f)

(vii)1937f)

第6表

(2)

年 間 産 出

〔トン海 里 〕

(千 トン海 里)

13,860

54,430

177,808

158,266

〔1927-29年d)

価 格 輸 送 額 〕

(千 円)

1,818

22,119

74,698

生 産 性 産 出 基 礎 資 料

(3)資 本

〔重 量 ト ン〕(

ト ン)

1,1009)

3,050

8,500

8,450b)

船 舶 実e)質

価 額(千

円)

2,795

25,110

54,345

④労 働

〔乗員数〕
(人)

31

36

47

37

海 上職従業 員

(人)

1,183

4,966

9,029

(5)

燃 料

〔年 間 消 費 量 〕

(ト ン)

2,250

4,385

8,041

6,133c)

フル 稼 働1日

消 費 量(ト ン)

370

1,438

4,763c)

(6)
保険料率

(%)

8.00

7.00

2.50

2.509)

(%)

7.50

4.66

2.52

(7》
修理費対船価比

(%)

9.51a)

7.50

3.60

3.609)

(%)

6.92

5.76

7.04

〔注〕a)修 繕費,釜 ノ代b)デ ィーゼル船価 の割高を考慮 した数値。実際の トン数 は6,500:c)石 炭換算,重 油では

1,742ト ン。d)借 船 について 調整済 。e)船 舶物価で デフレー トした もの。1934-6年,価 格表示。f)5力 年平均。

g)推 定値。

資料出所:脚 注24を みよ。

第7表

(1)(2)期

間 資 本
ウ ェイ ト

(%)
A.貨 物 船

(i>一(ii)1879-190912●8

(ii)Kiii)1909-193918.5

(ii)一(iv)1909-1939〃

B.大 阪 商 船 船 舶

(V)一(vi)1887-191211.2

(vi)一(vii)1912-193712.7

生 産 性 向 上 率 の 計 測

(3)④
労 働 燃 料
ウェイ ト ウェイ ト

(%)(%)

26.1

18.5

〃

36.6

28.0

26.7

33.2

〃

27.7

33.8

(5)
保険料修理費
ウ ェ イ ト

(%)

34.3

29.8

〃

24.6

25.5

⑧
産 出成長率

(%)

4.7

4.0

3.2

10.3

4.8

(7}投
入 成長率平均

(%)

2.1

1.6

1.0

6.6

3.4

(8)
総 生 産
性成長率
(%)

2.5

2.4

2.2

3.7

1.4

〔注)a)金 利のみ。b)賃 金 ・俸給のみ。食料費を含まず。

資料 出所:脚 注24を みよ。

第8表

(1)
一般物価

1879

1887

1909

1912

1937

1939

28.9

価格および賃金

(2)

船 価

41.6

(3)
石炭物価

24.6

26.932.123.2

50.846.054.8

57.749.653.3

(1937年=100)

④

船 員 給 料

32.4a)

19・7b)

28.4

20.8

26.5b)

100.0100.0100.0100.0

132.1166.3141.0

(5)
製造業男子賃金

11.7

10.2

29.3

30.7

100.0

117.1

〔注〕a)三 人の高級船 員を除 く給料 の数値。b)大 阪商船船員。

他は社外船船員。

資 料出所:(1},(2),(5)大川他 『物価』,134,158-59,243頁 。(3),④は

第7表,第8表 の基礎 とな ったデータによる。

第9表 長崎(若 松)～ 上海間

運賃の石炭輸出価格に

対する比率%

1880

1890

1900

1910

1920

1930

1935

84

57

35

20

16

10

19

資料 出所:運 賃,図1と 同 じ。輸 出価
格,『 日本貿易精 覧』,106頁


